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行
財
政
改
革
の
推
進

現
下
の
極
め
て
厳
し
い
行
財
政

環
境
を
踏
ま
え
、
行
政
の
組
織
、

運
営
全
般
に
わ
た
り
総
点
検
を
行

い
、
企
画
調
整
部
門
の
強
化
な
ど
、

機
構
改
革
を
実
施
し
ま
し
た
が

、

さ
ら
に
、
来
る
べ
き
地
方
分
権
の

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
簡
素
で
効

率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立

す
る
た
め
、
引
き
続
き
行
政
改
革

を
進
め
て
行
き
ま
す

。

平
成
八
年
度
当
初
予
算

編
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
挙
げ
る
」
と
い
う

行
財
政
運
営
の
基
本
に
徹

し
、
経
費
全
般
に
つ
い
て

徹
底
し
た
節
減
合
理
化
を

実
施
し
、
財
源
の
効
率
的

な
配
分
を
図
る
と
と
も

に
、
昨
年
度
各
地
域
で
実

施
し
ま
し
た
行
政
懇
談
会

で
の
貴
重
な
ご
意
見
の
反

映
に
努
め
、
行
財
政
改
革

の
推
進
、
総
合
的
な
地
域

総
合
的
な

社
会
福
祉
の
充
実

少
子

・

高
齢
化
の
進
展
等
に
対

応
す
る
た
め
、
新
ゴ
ー

ル
ド
プ
ラ

ン
、

エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
の
着
実
な

進
展
を
図
り
、
総
合
的
に
社
会
福

祉
の
充
実
を
推
進
し
ま
す

。

高
齢
者
の
保
健
福
祉
施
策
は
、

四
月
に
開
園
す
る

「

ウ
ェ
ル
ケ
ア

重
信
」
を
拠
点
と
し
た
、
在
宅
サ

ー

ビ
ス
の
強
化
に
努
め
、
さ
ら
に

き
め
細
か
な
事
業
を
進
め
ま
す

。

児
童
家
庭
対
策
で
は
、
多
様
化

す
る
保
育
ニ
i

ズ
に
対
応
し
、
低

年
齢
児
保
育
、
保
育
時
間
の
延
長

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

保
健
対
策
で
は
、
疾
病
予
防
や

健
康
づ
く
り
な
ど
の
各
種
事
業
を

引
き
続
き
推
進
し
ま
す

。

環
境
保
全
対
策
の
充
実

環
境
に
対
す
る
関
心
度
が
年
々

高
ま
る
中
で
、
ゴ
ミ
処
理
体
制
の

整
備
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
廃
棄
物
の
減
量
化
と
リ

サ
イ
ク
ル
化
を
図
る
た
め
「
指
定

ゴ
ミ
袋
」

制
、
及
び
分
別
収
集
を

検
討
し
、
本
年
度
中
に
導
入
す
る

予
定
で
す
。

な
お
、
昨
年
度
か
ら
進
め
て
い

ま
す
清
掃
セ
ン
タ
ー

改
策
事
業
は
、

平
成
九
年
四
月
の
本
格
稼
働
に
向

け
順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す

。

地
域
産
業
の
振
興

農
業
振
興
で
は
、
農
村
総
合
整

備
事
業
、
土
地
改
良
事
業
、
ほ
場

整
備
事
業
を
引
き
続
き
積
極
的
に

推
進
し
、
生
産
基
盤
の
強
化
を
図

り
ま
す

。

林
業
の
振
興
で
は
、
上
林
河
之

内
線
広
域
基
幹
林
道
他
、
林
道
整

備
事
業
、
地
域
森
林
環
境
整
備
事

業
、
担
い
手
育
成
確
保
事
業
を
計

画
し
て
い
ま
す

。

商
工
業
の
振
興
で
は
、
町
内
商

工
業
者
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

重
信
町
商
業
協
同
組
合
が
、
ス
タ

ン
プ
事
業
の
実
施
を
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
育
成
強
化
を
図

る
予
定
で
す
。

住
民
巴
身
近
な

社
会
資
本
の
整
備

道
路
橋
り
ょ
う
整
備
で
は
、
各

地
域
聞
の
生
活
関
連
道
路
の
整
備
、

及
び
志
津
川
伽
呂
線
を
始
め
主
要

町
道
の
改
良
事
業
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

総
合
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
、
園
路
広
場
工
事
、
植
栽

工
事
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
民
体
育
館
(
仮
称
)
建

設
事
業
に
つ
い
て
は
、
総
合
公
園

隣
接
地
に
建
設
予
定
で
、
今
年
度
、

実
施
設
計
に
と
り
か
か
る
予
定
で

す
。防

災
対
策
関
連
で
は
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
行
政
無
線
の
整
備
等
関
連
施

設
の
充
実
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

教
育
文
化
の
振
興

義
務
教
育
施
設
の
整
備
で
は
、

拝
志
小
学
校
の
大
規
模
改
造
工
事

を
実
施
す
る
ほ
か
、
上
林
小
学
校

の
教
育
用
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

の
整

備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
で
は
、
生
涯
学
習
事

業
を
推
進
す
る
ほ
か
、
社
会
問
題

す

に
な
っ
て
い
る
、
い
じ
め

・

登
校

で

拒
否
に
対
処
す
る
た
め
、
教
育
カ

間

ウ
ン
セ
ラ
l
を
常
設
し
、

青
少
年

週

の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

ヨ
一

ま
た
、
町
民
会
館
、
図
書
館
に

劫

つ
い
て
は
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス

日

向
上
の
た
め
の
施
設
整
備
を
予
定

日

し
て
い
ま
す
。

、
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福
祉
施
策
の
充
実
な
ど
、

現
下
の
重
要
施
策
課
題
に

つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

景
気
の
回
復
の
遅
れ
か

ら
、
極
め
て
厳
し
い
財
政

事
情
の
な
か
、
財
政
運
営

の
健
全
性
の
確
保
に
留
意

し
つ
つ
、
二
十
一
世
紀
に

ふ
さ
わ
し
い
、
個
性
豊
か

で
、
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
遁
進
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
制
四
十
周
年

記
念
事
業

本
年
度
は
、
町
制
四
十
周
年
と

い
う
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
四
月

の
町
民
大
運
動
会
か
ら
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

企ごみ焼却施設完成予想図(山之内)
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住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特

別
会
計
で
は
、
地
方
債
の
償
還
費

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計
で
は
、
対

象
受
給
者
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

老
人
一
人
当
た
り
の
診
療
費
見
込

額
の
減
少
に
よ
り
、
予
算
領
は
減

少
し
て
い
ま
す

。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、

保
険
者
一
人
当
た
り
の
診
療
費
見

込
額
の
増
及
び
老
人
保
健
拠
出
金

の
増
に
よ
り
予
算
額
は
、
増
加
し

て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ

き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
飲
料
水

の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
水
道
管

の
布
設
替
え
工
事
等
を
進
め
る
予

定
で
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

で
は
、
区
域
内
の
面
的
整
備
が
ほ

ぼ
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
清
算
関

係
の
業
務
を
計
画
し
て
い
ま
す

。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

は
、
上
林
地
区
の
汚
水
管
の
布
設

工
事
を
続
い
て
実
施
す
る
ほ
か
、

本
年
十
二
月
、
最
終
処
理
施
設
の

完
成
を
予
定

し
て
い
ま
す

。

町
営
墓
地
事
業
特
別
会
計
で
は
、

墓
地
建
設
の
た
め
用
地
を
取
得
す

る
予
定
で
す
。

主
要
建
設
事
業
の

紹
介
(
単
位一
千
円
)

一
般
会
計

伽
藍
集
会
所
新
築
事
業

二
七
、
O
七
七

二
本
木
住
民
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

広
場
整
備
事
業
二
、
八
二

O

定
力
集
会
所
改
修
事
業て

二
六
四

身
体
障
害
者
通
所
授
産
施
設
整
備

事
業
補
助
二
二
、

O
四
六

デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ

ー

他
整
備

事
業
一
三
、
一

九
八

特
別
養
護
老
人
ホ
l

ム
建
設
事
業

補
助
一

二
九
、
五
九
O

山
之
内
麓
地
区
水
道
施
設
改
良

事

業
一
三
、

0
0
0

廃
食
油
リ
サ
イ
ク
ル
粉
石
鹸
製
造

機
購
入
事
業
一
、
四
二
二

清
掃
セ
ン
タ
ー
新
築
事
業

二
O
四
、
三
五
三

県
単
独
土
地
改
良
事
業
補
助
他

三
八
、
二
ハ
六

県
営
事
業
負
担
金
(
老
朽
た
め
池

等
整
備
)
一
、
五

0
0

土
地
改
良
事
業

一
O
O

、
八
五
一

農
村
総
合
整
備
事
業一

O
七
、
八
二
O

県
営
事
業
負
担
金
(
ほ
場
整
備
事

業
)
一
八
、
八
五

O

県
営
事
業
負
担
金
(
上
林
河
之
内

線
改
良
事
業
)
五
、
八

O
O

林
道
改
良
事
業
三
五
、
四
三
五

L

県
営
事
業
負
担
金
(
道
路
整
備
事
乱

業
等
)
二

O
、

0
0
0

由

道
路
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
事
業

自

六
八
、
七
六
O

方

志
津
川
伽
呂
線
道
路
改
良
事
業

き

四
八
、
O
九
二

生

平
松
上
樋
線
道
路
改
良
事
業

〉

一
四
五
、
六
O
五

γ

防
衛
施
設
周
辺
道
路
整
備
事
業

釦

三
六
、
七
三
八

ま

都
市
下
水
路
事
業

「

一
一
、
八
九
一

総
合
公
園
整
備
事
業二

三
八
、
二
O
三

町
民
体
育
館
(
仮
称
)
建
設
事
業

二
九
、

三
六
回

防
火
水
槽
新
設
工
事
他

一
九
、
八
七
二

拝
志
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業

一
二
三
、
八
八
六

町
民
体
育
館
整
備
工
事

一
七
、
九
O
O

分
館
施
設
整
備
事
業
補
助三

、
九
九
O

ト
レ

ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

改
修
事

業
九
、
二
七

O

特
別
会
計

上
村
地
区
送
配
水
管
布
設
替
工
事

等
二
三
、

O
七
O

上
林
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設
整

備
事
業
二
五
七
、
=
二
五

町
営
墓
地
建
設
事
業

一
一
一
一
一
一
一
、

四
六
九
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(単位 : 千円)

会計別 本年度 前年度 比 較 前年度対比 合計比 他会計から
% % の 繰 入金 繰 出

一 般 会 計ー 5,597 ,000 5.470.000 127.000 2.3 55.9 386.264 

住宅新築資金等費付事業特別会計 10 ,531 10 ,266 265 2.6 0.1 1,378 

老人保健特別会計 1. 956.837 2.049.876 [':, 93 ,039 ム 4.5 19.5 118.868 

国民健康保険特別会計 1,280 ,986 1.166.758 114.228 9.8 12.8 135 ,731 

簡易水道事業特別会計 190 ,307 184 ,560 5,747 3.1 l.9 9,208 

土地区画整理事業特別会計 577.362 780 ,200 ム 202 ， 838 ム 26.0 5.8 

農業集落排水事業特別会計 267 ,100 340 ,803 [':, 73.703 [':, 2l.6 2.7 127.680 

JUT営墓地事業特別会計- 133.809 133 ,809 皆増 1.3 399 

メ口ι、 10 ,013 ,932 10.002.463 11. 469 0.1 100.0 386 ,264 386 ,264 

主屯 言十 9.627.668 9.607.189 20.479 0.2 

平成 8年度会計別予算

内訳を

します二

年度
予算の

一般会計歳入歳出予算内訳性質別経費割合

三
月
定
例
議
会

平
成
八
年
度
予
算

百
億
千
三
百
九
十
三
万
円
を
可
決

第
百
五
十
九
回
重
信

町
議
会
定

例
会
は
、
三
月
十
四
日
か
ら
三
月

二
十
六
日
ま
で
の
十
三
日
間
の
会

期
で
聞
か
れ
、
平
成
八
年
度
当
初

予
算
、
平
成
七
年
度
補
正
予
算
、

条
例
の
制
度
、
一
部
改
正
な
ど
、

三
十
議
案
が
審
議
さ
れ
全
議
案
原

案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま

し
た

。
ま
た
、
総
務
委
員
会
に
付
託
さ

れ
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
平
成

六
年
度
の
決
算
七
件
は
、
原
案
の

と
お
り
認
定
さ
れ
、
「
新
た
な
食

料
・

農
業

・

農
村
基
本
法
の
制
定

を
求
め
る
決
議
及
び
政
府
へ
の
意

見
書
提
出
に
関
す
る
請
願
」
に
つ

い
て
は
採
択
し
、
議
員
提
案
に
よ

る

「

地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る

意
見
書
L
と

、

「

日
米
地
位
協
定
の

見
直
し
等
を
求
め
る
意
見
書
」
に

つ
い
て
も
採
択
し
、
関
係
機
関
に

提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
七
名
の
，
議
員
か

ら
、
年
金
受
給
者
の
現
況
証
明
手

数
料
の
無
料
化
、
い
じ
め
問
題
に

関
連
し
て
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー

等
条

例
化
、
ま
た
、
道
路
水
路
の
付
け

か
え
交
換
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
と
町
の
連
携
、
ご
み
問
題
(
指
定

袋
等
)
、
く
み
と
り
業
者
問
題
、
保

育
所
で
の
馴
ら
し
保
育
・

延
長
保

育
、

住
専
問
題
、
介
護
保
険
構
想
、

原
発
事
故
、
国
保
税
、
医
療
・

保

健
・

老
人
福

祉
の
付
き
添
い
制
度

に
つ
い
て
な
ど
多
方
面
に
わ
た

っ

て
行
わ
れ
ま
し
た

。

以
下
、
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す

。

一
般
会
計
当
初
予
算

予
算
総
額
五
十
五
億
九
千
七
百

万
円
(
前
年
度
対
比
二
・

三
%
増
)

で
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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平成8
重信町

主な

お知らせ

一般会計歳入歳出予算額
(単位 ・ 千円)

款 本年度予算額 前年度予算額 比 較

同T 税 1 , 654 , 715 1, 562 , 012 92 , 703 
2 1也 方 譲 与 税 145 , 900 139 , 000 6.900 

3 利子害Ij 交付金 67 , 400 96 , 900 ム 29 ， 500

4 ゴルフ場利用税交付金 26 , 500 26 , 000 500 

5 特別地方消費税交付金 10 10 。

6 自動車取得税交付金 40 , 500 38 , 100 2 , 400 
7 国有提供施設等所在市町村助成交付金 1 , 090 1 , 090 。

8 地 方 二千A守- 付 Fえ 1 , 700 , 000 1 , 650 , 000 50 , 000 
9 交通安全対策特別交付金 3.000 3 , 000 。

10 分1l!金及び負 t日金 164.967 205 , 271 ム 40 ， 304

11 使用料及び手数字| 68 , 661 71 , 056 ム 2.395

1 2 国 !事 支 l出 金 538 , 177 518 , 368 19 , 809 
1 3 県 支 出 金 398 , 975 480 , 475 ム 81 ， 500

14 財 産 JI~ 入 14 , 102 29 , 625 ム 15 ， 523

15 寄 併I 金 11 , 807 10 , 115 1.692 

16 繰 入 金 74 , 259 67 , 507 6 , 752 
1 7 繰 越 金 125.884 53 , 192 72 , 692 
1 8 諸 収 入 65 , 253 81 , 679 ム 16 ， 426

19 PIT fl~ 495 , 800 436 , 600 59 , 200 
説主 入 メE入E 計会 5.597.000 5 , 470 , 000 127 , 000 

平成 8年度
歳入

(単位千円)

本年度予算額の財源内訳

款 本年度予算額 前年度予算額 比 較 特 ﾆ: 財 j原
一般財源

国県支出金 地方債 その他
1 識 メ=主ロ 費 108 , 414 102 , 178 6 , 236 108 , 414 
2 主意 務 費 553 , 303 506 , 661 46 , 642 35 , 359 32.775 485 , 169 
3 民 生 費 1 , 300 , 447 955 , 399 345 , 048 391 , 063 1 , 400 131.789 776.195 
4 1:r.f 生 費 839 , 840 814 , 222 25 , 618 63 , 794 164 , 100 10 , 371 601 , 575 
6 J~ミ林水産業費 527 , 796 720 , 140 ム 192 ， 344 166 , 261 44 , 977 316 , 558 
7 i>;!'� 工 ~ 30 , 145 22 , 284 7 , 861 10 , 000 20 , 145 
8 土 木 費 767.978 954 , 955 ム 186 ， 977 234 , 198 123 , 400 45.786 364 , 594 
9 i肖 防 費 241 , 861 243.018 ム 1 , 157 3 , 054 706 238 , 101 
10 教 育 費 709 , 185 678 , 534 30 , 651 45 , 449 57 , 500 9 , 361 596 , 875 
11 災 害 復旧費 540 540 。 540 

1 2 公 f武 費 515 , 49 1 470 , 069 45 , 422 101 , 204 414 , 287 
13 予 f鵡 費 2 , 000 2 , 000 。 2.000 

歳出合計 5.597.000 5 , 470 , 000 127 , 000 939.178 346.400 386.969 3.924.453 

歳出

特
別
養
護
老
人
ホ
l

ム
建
設
事
業

(
助
成
)

一
二
九
、
五
九
O
千
円

清
掃
セ
ン
タ
ー
新
築
事
業

二
O
四
、
三
五
三
千
円

土
地
改
良
事
業

一
O
O
、
八
五

一
千
円

農
村
総
合
整
備
事
業

一
O
七
、
八
二
O
千
円

平
松
上
樋
線
道
路
改
良
事
業

一
四
五
、
六
O
五
千
円

総
合
公
園
整
備
事
業

二
三
八
、
二
O
三
千
円

拝
志
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業

一
二
三
、
八
八
六
千
円

条
例
制
定
・
改
正
等

重
信
町
営
墓
地
事
業

特
別
会
計
条
例
の
制
定

町
営
墓
地
事
業
の
特
別
会
計
を

設
置
し
て
、
円
滑
な
運
営
と
そ
の

4 
同

l' 
経
理
の
適
正
を
図
る
た
め
の
も
の

で
す

。町
営
萎
地
条
例
の

一
部
改
正

町
営
墓
地
使
用
料
を
一
部
引
き

上
げ
る
も
の
で
す
。

報
酬
・
費
用
弁
償
等
の

条
例
改
正

特
別
職
、
議
員
他
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
を
一
部
引
き
上
げ
る

も
の
で
す

。

同
道
の
路
線
認
定

野
田
土
地
区
画
整
理
地
内
の
道

路
を
町
道
と
し
て
認
定
す
る
も
の

で
す

。

主

地

同

問

地価公示価格 (1月

1 日現在) 、 地価調

査価格 (7 月 1 日現

在) の関係書面 は

誰でも 、簡単に閲

覧できます。

一重信町役場
都市整備課一
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国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

(保
険
証
)が
四
月
一
日
か
ら
新
し

く
な
っ
て
い

ま

す
。

加
入
し
て
い
る
世
帯
へ
は
、
三

月
末
に
郵
便
に
て
お
送
り
し

て
い

ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
下
さ
い

。

有
効
期
限
の

切
れ
た
保
険
証
は
役

場
へ
お
返
し

下
さ
い

。

国
保
制
度
や
保
険
証
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は

、

福
祉
課
国

保
係
ま

で
。

阻

新
し
い
保
険
証
は

届
き
ま
し
だ
か

うす乙けあふ

国
民
健
康
保
険
の

届
出
に
つ
い
て

病
気
な
ど
で
医
療
機
関
に
お
い

て
治
療
を
受
け
た
と

き
、
医
療
費

の
一
部

(三
割
ま

た
は
二
割
)を
支

払
う
だ
け

で
よ
い
国
民
健
康
保
険

制
度
は

、

私
た
ち
の
生
活
を
支
え

る
大
切
な
制
度
で
す
。

国
保
の
加
入
や
脱
退
な
ど
の
届

出
は
、

世
帯
主
が
十
四
日

以
内
に

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す

の

で
、
家
族
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き

は
、
必
ず
届
け
て
下
さ
い

。

こんなとき 手続きに必要なもの

-他の市町村から転入してきた 印鑑、 他市区町村の
とき 転出証明書

国
-職場の健康保険をやめたとき

印鑑、職場の健康保
保 険をやめた証明書

は -職場の健康保険の被扶養者か 印鑑、 被扶養者にな
L、 らはずれたとき れない理由の証明書
る

印鑑、保険証、母子手と -子供が生まれた とき
き 帳

-生活保護を受けな く なったと 印鑑、 保護廃止決定
き 通知書

-他の市町村に転出するとき 印鑑、保険証

国 -職場の健康保険にはいったと 印鑑、国保と職場の
保 き 健康保険の両方の保
を 険証(後者が未交付
や -職場の健康保険の被扶養者に のとき は加入したこ
め なったとき とを証明するもの)
る

- 国保の被保険者が死t し たとと 印鑑、 保険証
き き

-生活保護を受けるようにな っ 印鑑、 保険証、保護開
たとき 始決定通知書

-退職者医療制度の対象になっ 印鑑、 保険証、 年金支
たとき 給決定通知書

=を
-町内で住所が変わったとき

の -世帯主や氏名が変わったとき 印鑑、保険証

-世帯を分けたり 、 い っ しょに

他 し fことき

- 保険言正をなく したとき(あるいは 印鑑、 本人である』 とを

汚れてイ吏えなくなったとき )
証明する もの(使え な く
なっ た保険証

野
田
土
地
区
画
整
理
事
業

地
区
内
に
住
ま
れ
て
い
る
万
へ

年
金
受
給
権
者

住
所
変
更
届
に
つ
い
て

野
田
地
区
に
お
い
て

施
工
し
て

い
ま
す
土

地
区
画
整
理
事
業
に
よ

り
、

同
事
業
区
域
内
及
び
周
辺
区

域
の
大
字
が
四
月
に
変
更
に
な
る

予
定
で
す
が
、
こ

れ
に
伴
い
、
国

民
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は

松
山

東
社
会
保
険
事
務
所
へ
の
住

所
変
更
届
が
必
要
に
な
り
ま
す

。

住
所
変
更
が
決
定
さ
れ
て
後
に

役
場
年
金
係
ま
で

、

手
続
き
に
お

越
し

下
さ
い

。

O

必
要
な
物

年
金
証
書

印

鑑

※
な
お
、

厚
生
年
金
や
共
済
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
も
、
住
所

変
更
届
が
必
要
で
す
の
で
そ
れ
ぞ

れ
の
機
関
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ

国
民
年
金
保
険
料
の

改
定
に
つ
い
て

O

四
月
か
ら
一
万
二
千
三
百
円
に

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
こ
の

四
月
か
ら
一
万
二
千
三
百
円
に
な

り
ま
し
た
。

O

保
険
料
の
前
納
制
度

保
険
料
は
前
納
す
る
こ

と
が
で

き
ま
す
。
前
納
期
間
に
応
じ
て
保

険
料
が
割
り
引
き
さ
れ
有

利
に
な

る
ば
か
り
で
な
く
、

何
か
と
忙
し

い
方
に
は
、
手
聞
が
省

け
納
め
忘

れ
も
な
く
な
り
ま
す

。

O

保
険
料
の
口
座
振
替

あ
な
た
の
指

定
さ
れ
た
金
融

機
関
か
ら
、
毎

月
、
自
動
的
に

払
い
込
ま

れ
ま

す
の
で
、
納
め

忘
れ
も
な
く
便

利
で
す
。

O

納
付
組
織
の

利
用納

税
組
合
に

加
入
す
る
と
納

め
忘
れ
が
あ
り

ま
せ
ん
。

詳
し
く

は
、

福
祉
課
年
金
係

ま

で
お
問

い
合

わ
せ
下
さ
い
。

毎月 納めた場合 前納 した場合 割引される額

定額保険料 円 円 円

(毎月 1 2 ， 300円 )
147,600 144,040 3,560 

定額+付加保険料 152,400 148,720 3,680 (毎月 1 2，700円 )



重

信

回J

女

体

性

団

ーず

‘ー
み
問
題
を
考
え
る

一
一
月
十
六
日
、町
民
会
館
に
お

い
て
、
重
信
町
女
性
会
議
、
重
信

町
、
重
信
町
教
育
委
員
会
の
主
催

の
も
と
、
重
信
町
女
性
団
体
研
修

会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
の

北
条
市
で
の
ご
み
研
修
に
引
き
続

き
、
約
二
百
六
十
名
の
参
加
者
が
、

ご
み
問
題
を
考
え
ま
し
た
。

ま
ず
始
め
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
法

及
び
重
信
町
の
新
し
い
清
掃
セ
ン

タ
ー

に
つ
い
て
、
別
府
頼
房
福
祉

課
長
よ
り
、
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
、
町

内
各
地
の
ご
み
集
積
場
の
実
態
報

告
、
ご
み
減
量
の
た
め
の

リ
サ
イ

ク
ル
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
最
後

に
、
西
田
博
愛
媛
大
学
法
文
学
部

教
授
に
よ
る
、
「

リ
サ
イ
ク
ル
社
会

に
向
け
て

」

と
題
し
た
記
念
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

。 ιけが.3:

今
回
の
研
修
会
で
は
、
参
加
団

体
及
ぴ
参
加
者
個
人
が
、
自
分
達

の
問
題
と
し
て
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
る
様
子
が
あ
ち
こ
ち
で
う

か
が
わ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー

ル
内
で

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
作
品
の
展
示
な

ど
も
行
わ
れ
、
熱
心
に
見
学
し
、

説
明
を
受
け
る
姿
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
研
修
の
聞
に
は
、
歌
を

歌
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
り
、
会

場
の
あ
ち
こ
ち
に
花
を
飾

っ
た

り
、
女
性
団
体
な
ら
で
は
の
細
か

な
心
配
り
の
中
で
、
有
意
義
な
研

修
会
を
無
事
終
了
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

研
修
会
の
締
め
く
く
り
と
し

て
、
ご
み
問
題
の
解
決
は
一
人
一

人
の
小
さ
な
努
力
の
積
み
重
ね
か

ら
と
い
う
意
味
で
、

「
買
い
物
袋
持

参
運
動
」
の
提
案
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
重
信
町
女
性
会
議
の

名
の
も
と
に
、
こ
の
運
動
を
広
げ

て
い
く
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

(
女
性
会
議
副
議
長
中
野
ま
り
)

…v 

女

性

塾

『
夢
発
進f
・
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

りさクがれ連実のけト焼くうのた条舎 輝性課 ォの会 A 地
はいな訪、日践ミラ 同 けりと活若」な双くが長基|参-; R 域 二
豊ま町れ今の活ユイタ コをタ性松にげ海/輝の調ラ加尋 A づ月
かしづるで観動|ンや、企日化氏胸き IIIT L。 き若講ムを呈(くこ
なたくなは事をジ\け/回i のをはをのの 松碩 」 桂信重り十
発。りど県 22 行アタこサコ町計、痛十-， PIT 進はをて町信を凹
想更体と内そっム日や|夕づろ IIIT めヶ田 が一双開」女町考日
のに験い外三た 」 氏海催地性青え
転、をうか 1古結な ‘ ・ 一一」ー_.. ， a に 町し域全年よ男
換地話、ら気果ど 予言三三二二一 一 ~ ...--;.ιよコza よ地まづ議団う女
と域しユ視が、次 1 1 1 園 | 問的峨高盟璽圃F，.る域しく各体とが
行づてニ察あ町々 I 1 1 園 I I 附 匁Fロ習輪組.~振たり団連
動く下|団ふはと地ムdj LAIL-E彊圏内。フ体合 S に

礼ま づの 開を Eヨ・圃・a・・.~語園田樹園圃薗 ま嶺 気くりく力
主申しく後 S 催推・・・・・開園買・E語圏・圃岨・圃圃・ 続しゃが/は重で
主えしたり援 A を進区:ç..通勤剛司組問塑哩園田園・・・E圃い た重 j益 。 、信あ
れこフを R 約し~~. - *E.í戸空?で=て。信れと自文る
重げとオ得 A 事て邑 羽目』笠通正当t:tlll .:' 川 、提分化 。
長まを | てのヒい区 一~組問K内野ぞ弘・・地 が窓 口目州の文
す感ラ、協工こ 域 ー かさみ発化

。 謝ム意賛閉うして視周年ま見りわ重の換づ 段られ蹄進は
しが義と会とた資点年はしがにつ信文 」 く と f~~ 、げを束
、開あ女し、町源を、 IIIT た交った)11 化 でり 輝め会は/京
厚催る性手次づを合男政がわい IIIT に財同意 いる場町町発
くさ 地全土田く 生わ女四、きてづこや重見 て皿はもづで
おれ域議、のりかせが十今れ意くだ、信交 いケ熱輝くな

和
田
紀
久
恵
)

「
古
典
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
」

j

源
氏
物
語
j

み
ん
な
で
一
緒
に
原
文
を
読

み
、
講
師
の
先
生
が
き
め
細
や

か
な
説
明
を
し
て
く
れ
ま
す
。

い
つ
で
も
入
会
で
き
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

講
師

美
山
靖
先
生
(
愛
大
教
授
)

場
所
図

書
館
三
階
会
議
室

日
時

毎
月
第
了
三
水
曜
日
、

午
後
一
時
三
十
分
1

三
時
三
十
分

会
費

月
二
千
円
程
度

申
し
込
み
先

西
田
芳
子
(
包

九
六
四
|
三
八
九
九
)
・高
田
あ

け
み
(
宮
九
六
四
l

九
六
一
七

)

〈
今
月
の
休
館
日
〉

1

日
、

8

日
、
日
目
、
紅
白
、

n
目
、
泊
目
、
初
日

図
書
寄
贈
の
お
礼

O

相
原

一
さ
ん

O

森
田
栄
子
さ

ん
O

野
口
澄
子
さ
ん

O

越
智
一

絡
さ
ん

O

越
智
義
弘
さ
ん

O

宮

下
道
一
さ
ん

O

町
田
里
子
さ
ん

O

長
雄
正
道
さ
ん
:
以
上
の

方
々
か
ら
図

書
を
寄
贈
下
さ
い

ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。



日。 ι ー-tÇ'\".、

年
に
一
度
防
健
康
チ
エ
ヴ
ワ

一

一
間
も
な
く
が
ん
検
診
の
時
期

一

一
が
や
っ
て
き
ま
す
。
年
に
一
度

一

一
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま

一

一
せ
ん
か
。

一

一

最
近
特
に
増
加
し
て
い
る
が

一
恥
Z
F

一
ん
は
、
「
肺
が
ん
」
「
大
腸
が
ん
」
、

一
臣
園
町

一
そ
し
て
女
性
で
は
「
乳
が
ん
」

一

一
で
す
。
早
期
の
が
ん
は
、
自
覚
症

一
!

一状
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
多
く

-
a
圃
肉

一
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に
が
ん
検

一
.
4
4
a

一
診
を
受
け
て
こ
そ
早
期
発
見

・

一
一
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す

。

一
'
一

今
年
度
か
ら
、
が
ん
検
診
の

一
，
例
川
一
申
し
込
み
方
法
が
変
わ
り
、
次

一
一
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ

一

一
受
診
し
て
下
さ
い。

一
日
時γ

一1

申
し
込
み
は
不
要
で
す

。

一
.
4，
，
一

た
だ
し
、
大
腸
が
ん
検
診
の

一
一
み
必
要

。

他
の
が
ん
検
診
・

基

一

一

本
健
康
診
査
時
に
、
検
査
キ
ツ

一
一
ト

を
お
渡
し
し
ま
す

。

一

一
2

受
診
方
法

1
1
1
1
」

都
合
の
よ
い
場
所

・

月
日
に

受
診
し
て
下
さ
い

。

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
先

保
健
婦
直
通
電
話

岱
九
六
回
l

四
一
七
O

ま
た
は宮

九
六
四
ー

二
O
O

一
間

内
線
一
二
一
一
・

コ
二
二

.. 
検
診
場
所
来
所

4・

-
番
号
札
を
と
っ
て

お
待
ち
下
さ
い

ー

受
付

・
料
金
徴
収

・
問
診
票
を

お
渡
し
し
ま
す

4・

待
ち
時
間

・
問
診
票
を
も
れ
な
く

ご
記
入
下
さ
い‘ ... 

肺がん検診 胃がん・大腸がん検診 子宮けいがん・乳がん検診
月 日 月 日 場所 月 日 場所

6月 17 日 ~21 日
結核検診と同時に実施

8月 7 日・8 日 上林公民館 5月 28 日 下林集会所

6月 24 日 ~28 日
致します。 9月 17 日 ~20 日 6月 3 日・4 日

町民会館
7月 1 日・ 29 日 9月 24 日 町民会館 7月 18 日・ 22 日・ 23 日

-対 象 40歳以上の住民 10月 17 日・ 18 日 6月 19 日 上林公民館
対象者には、個人通知書を配布します。 -対 象 40歳以上の住民 6月 20 日・ 7月 8 日 北吉井小学校体育館
個人通知書のない方は直接検診会場へお越し下 -受付時間 午前7時30分~ 6月 24 日・ 7 月 3 日 南吉井小学校体育館
さい 。

9時30分 10月 18 日 町民会館-場所、受付時間 ※ 10月午前8時40分- 10 1 1寺
個人通知書または、広報しげのぶ5月 号でお知ら

-料金
-対 象 30歳以上の女性

せします。 胃がん検診 800円 -受付時間 午後1時-2時
-料金 100円 大11号がん検診 400円 -料 金

前立腺がん検診 ※午後9時以降、絶飲食 ・ 禁煙、 子宮けし、がん検診 500円

月 日 場 所
朝食もと ら ないで下さい。 手しがん検診 100円

10 月 2 日 町民会館 ※パスタオルが必要です。

-対 象 55歳以上の男性

:議
-受付時間 午後l時-2時

-料 金 200円
詳細は広報しげのふ・8月号でお知らせします。

@ 

親

学

級

母
親
と
な
る
喜
び
ゃ
不
安
を
話

し
合
い
、
妊
娠

・

出
産

・

育
児
に

関
し
て
勉
強
し
ま
し
ょ
う

。

一
人
で
あ
れ

こ

れ
思
う
よ
り

も
、
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か

。

-
対
象

・
料
金

・
場
所

・
時
間

で、 .

に 申
お し
申 込
し み 三 午 町 無妊
込 方 H寺後民平| 婦
み 法 一全
下 時館
き五三
い月 十
。 七分

日 1

ま

回数 月 日 内 町仕、ー

5月 9 日 (木)
座談会 議議

l - 自己紹介 - 妊娠の生理
- 妊燦について思 う こ と

5月 14 日 (火)
講義

2 . 11乎日l)Jât

- 乳房の手 当

3 5月 17 日 (金)
秘義

- お産の準備用品、 子供服、育児JfI吊1の選び方

4 5月 23 日 (木)
実技

. 1本{谷

5月 29 日 ~j()
座談会は(先あ輩なおた母カさ んと一緒に)

5 11 月 ず先鋭お母さ んです。
- お産、育児の体験談



j

予
防
接
種
を
よ
り
安
全
に
受
け
る
た
め
に
j

予
防
接
種
は
、
感
染
症
に
か
か

ら
な
い
よ
う
、
か
か
っ
て
も
重
く

な
ら
な
い
よ
う
に
免
疫
を
つ
け
る

と
共
に
、
流
行
を
防
ぐ
大
切
な
役

割
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ご
く
ま
れ
に
副
反
応

に
よ
る
健
康
被
害
も
あ
り
ま
す

。

よ
り
安
全
に
、
予
防
接
種
を
受

け
る
た
め
、
以
下
の
点
に
注
意
し

て
下
さ
い
。

①
予
防
接
種
を
受
け
る
た
め
に
は

予
防
接
種
手
帳
(
予
診
票
及
び
依

頼
書
)
・
母
子
手
帳
が
必
要
で
す

。

予
防
接
種
手
帳
は
、
出
生

・

転
入

届
時
等
、
福
祉
課
ま
た
は
、
保
健

婦
室
で
発
行
し
ま
す
。

※
必
ず
母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い

。

②
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

「

予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
ま

た
は

「

予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健

康
」
・
予
防
接
種
手
帳
を
よ
く
読

み
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
質
問

l
)
ヰ
ナ
し
ょ
、
つ
。

③
病
気
な
ど
で
、
主
治
医
を
お
持

ち
の
方
は
事
前
に
相
談
し
、
指
示

を
受
け
て
下
き
い
。

④
料
金
は
無
料
で
す
。

※
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
ご
不
明

な
点
は
、
福
祉
課
保
健
婦
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ

い
。

4すめ.3:。

ポ オ 日 本 目白 pリuι 

つ病 5]1)名、、小児マヒグといい、ポリオウィルスに感染する ウィルスが蚊によ っ て媒介され、 7- 1 0 日の潜伏期間
い気 と 100人中5-6人はかぜの様な症状、発熱、頭痛、 11[; の後、高熱、頭痛、 日直吐、意識障害、けいれんなどの
てに l止があらわれ、まれに運動麻療がおこります。 急性脳炎の症状をおこします。

と予 経口服用します。弱毒化された安全なワクチンですが 日本脳炎ウ ィルスを精製し不活化したワクチ ンです。

副防 まれに麻療をおこすことがあります。 ( 1 00万人に l人 2 日以内に37 .5"C 以上の発熱 (100人中 1人以下)、注射
反接 程度) 局所の発赤、 JI重張(1 00人中 1 -3人)、発しん圧痛 もま
応種 れにみられます。

対 1 回目 : H7年7月 ~H8年 1 月生まれの児 第1 期 初回接種(1~4週間隔で2回)3歳児

象 2回目: H7年2月 ~H7年6月生まれの児 追加接種(初回接種終了およそ 1年後に 1 囲)

者 及び90 ヵ月未満の未接種児 4歳児及び90ヵ月未満の未接種児

日 5月 16 日 (木) 5月 30 日 (木)、 6 月 6 日 (木) 、 6月 13 日 (木)
手呈

備 下痢 ・曜吐をしているとできません
考 毎年5月と 10月に実施

:t J玖lJj 所: 111] 民会館

の 受付時間: 14: 00-14 : 30(時間厳守)
他 持参品 : 母子手帳、予防接種手帳(予診票)、印鑑、体温計

予防接種に関する事なら何でも予防接種ホットライン

045-671-1858 品鐸tm:00~1630
(予防接種リサーチセンター)

東
京
家
政
大
学
教
授

苫
米
地
孝
之
助

食
事
協
ゆ
っ
く
り
欠
か
々
、
ず
に

い
つ
の
時
代
か
ら
か
は

っ
き
り

分
か
り
ま
せ
ん
が
食
事
は
1

日

3

食
と
る
よ
う
に
な
り
、
私
達
の
体

も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
生
活
の

リ

ズ

ム
が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
食
事
の
リ

ズ
ム
を
1

回
抜
き
、

2

回
し
か
食
べ
な
い
と
お
相
撲
さ

ん
の
よ
う
に

肥
っ
て
き
ま
す
。
欠

食
は
特
に
朝
食
に
多
い
の
で
す
が
、

朝
食
を
抜
く
と

エ
ネ
ル
ギ
ー

不
足

と
な
り
、
子
供
で
は

学
校
の
朝
礼

で
倒
れ
た
り
、
大
人
で
は
午
前
中

の
仕
事
の
能
率
が
上
が
ら
な
く
な

り
ま
す
。

私
達
の
体
は
生
体
時
計
と
い
っ

て
1

日
の
、
ー

か
月
の
そ
し
て

1

年
の
リ

ズ
ム
が
体
内
に
刷
り
こ
ま

れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
体
温
は

夏
で
も
冬
で
も
午
前
4

時
頃
が
最

低
で
そ
れ
か
ら
次
第
に
高
く
な
り

午
後
の
3

1

4

時
頃
に
最
高
に
達

し
ま
す

。

つ
ま
り
午
前
4

時
は
最

も
活
動
に
不
適
な
時
で
、
午
後
に

な
る
と
元
気
が
で
て
く
る
と
い
う

訳
で
す
。
こ
う
し
た
体
の
リ

ズ
ム

は
生
ま
れ
た
時
か
ら
備
わ
っ
て
い

て
、
こ
の
リ

ズ
ム
を
乱
す
と
体
の

調
子
が
お
か
し
く
な
り
ま
す
。
最

も
よ
い
例
は
ジ
ェ
ッ

ト

機
で
時
差

,, \ I / 

の
大
き
い
外
国
に
行
き
ま
す
と
眠

れ
な
い
、
体
が
だ
る
い
と
い
っ
た

い
わ
ゆ
る
時
差
ボ
ケ
が
生
じ
ま
す
。

従
っ

て
私
達
は
生
体
の
リ
ズ
ム
を

乱
さ
な
い
よ
う
に
食
事
も
規
則
正

し

く
と
る
方

が
摂
取
し
た
栄
養
を

効
率
よ
く

利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す

。

ま
た
、
食

事
は
ゆ
っ
く

り
と
食

べ
た
方
が
体
に
ょ
い
と
さ
れ
て
い

ま
す

。
早
食
い
は

肥
満
の
も
と
に

な
り
ま
す
し
、
お
年
寄
り
で
は
慌

て
て
食
べ
て
食
物
が
誤
っ
て
気
管

に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
正

月
に
お
餅
が
の
ど
に
つ

か
え
て
慌
て
て
救
急
車
を
呼
ぶ

こ

と
は
し
ば
し
ば
で
す
が
、
飲
み
込

ん
だ
も
の
が
肺
に
達
し
肺
炎
を
起

こ
す
こ
と
も
稀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ゆ
っ
く
り
食
べ
れ
ば
昧
も
よ
く
分

か
り
ま
す
。

食
事
は
欠
か
さ
ず
、
ゆ
っ
く
り

食
べ
る
の
が
コ

ツ
と
言
え
る
で
し

レ
ふ
、
つ
ノ
。



10 百l ・ιー-t~円.

日
本
さ
く
ら
そ
う
と

山
草
展

日時

4月 27 日(却

午前8時30分一
午後5時

4月 28 日(日)

午前8時30分~
午後4時

場所

町民会館

lFロビー

全
国
的
に
ブ
ー
ム
の
日
本
さ
く

ら
そ
う
の
五
段
飾
り
と
高
山
植
物

を
三
百
鉢
展
示
い
た
し
ま
す

。

四

国
カ
ッ

コ
ソ
ウ
、
イ
ワ
ザ
ク
ラ
、

ユ
キ
ワ
リ
ソ
ウ
な
ど
高
山
性
の
さ

く
ら
そ
う

。

テ
ン
グ
ル
マ
、
チ
ョ

ウ
ノ
ス
ケ
ソ
ウ
、
コ
ケ
モ
モ
、
ェ

ゾ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
エ
ソ
ツ
ツ
ジ
等

高
山
性
の
低
木
類
、
春
咲
リ
ン
ド

ウ
、
オ
ヨ
ベ
ギ
キ
ョ
ウ
と

多
種
多

様
な
山
草
を
石
鉢

、

抗
火
石
ト
ロ

ー
フ
作
り
で
、
高
山

の
岩
場
、
湿

地
、
草
付
の
風
景
を
見
て
い
た
だ

き
ま
す

。

(
皿
ヶ
嶺
山
草
全
)

連
絡
先
玉
井
忠

幸

宮
九
六
四
|

三
八
O
四

生
活
書
道
講
習
会

三
月
五
日
、
町
民
会
館
で
生
活

書
道
講
習
会
を
行
い
ま
し
た

。

当
初
五
・
六
名
か
十
名
く
ら
い

ま
で
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
二

十
名
の
応
募
が
あ
り
、
講
師
は
指

導
が
大
変
で
し
た
。
金
封
の

書
き

方
だ
け
に
終
わ
り
、
手
紙
や
封
筒

の
書
き
方
ま
で
進
ま
な
か

っ
た
こ

と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

。

受
講
者
は
筆
を
初
め
て
持
つ
と

い
う
人
か

ら
書
道
の
師
範
資
格
を

持
つ
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
し
た

が
、
二
時
間
の
講
習
時
間
を
過
ぎ

て
も
筆
を
手
離
さ
な
い
で
み
ん
な

熱
心
に
学
習
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
し
ま
す
。
尚
こ
れ
を
続

け
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
も
三
・

四
名
の
方
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

琴
伝
流
演
奏
会
j

大
正
琴
部
j

の
皆
様
か
ら
花
束
を
い
た
だ
き
琴

の
和
(
輪
)
が
更
に
広
が
り
ま
し

た
。

え
ひ
め
琴
伝
流
大
正
琴
お
さ
ら

い
全
(重
信
町
文
化
協
会
大
正
琴

部
主
催
)
が
三
月
十
日
、
町
民
会
館

で
行
わ
れ
ま
し

た
。

町
内
は
も
と

よ
り
、
川
内
、
遠

く
か
ら
は
香
川

・

徳
島
か
ら
七
十
余

名
の
方
に
来
町
し

て
い
た
だ
き
、
ま

た
東
京
か
ら
は
カ

メ
ラ
マ
ン
も
見
え

盛
会
で
し
た

。

初
舞
台
組
か
ら

の
演
奏
で
し
た
が

「
途
中
か
ら
は
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
よ

う
だ
つ
た

。

」
「
明

大
マ
ン
ド
リ
ン
ク

ラ
ブ
の
演
奏
を
思

い
出
し
感
激
し

た
。

」
等
々
、
会
場

の
方
の
感
想
で

す
。

特
別
出
演
藤
谷

本
部
長
の
古
賀
メ

ロ
デ
ィ

ー
が
流
れ

だ
す
と
準
備
の
苦

労
も
忘
れ
ま
し

た
。

先
輩
愛
好
者

小
学
生
剣
道
部
員
の
募
集
を

左
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
な
お
、

各
小
学
校
に
募
集
要
項
を
置
い

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下
き
い

。

岡
岡
阿
附
暗闇

(
北
吉
井
小
学
校
区
)

.
申
込
日
時

四
月
二
十
二
日
開

十
八
時
i

十
九
時

(
こ
の
日
以
外
で
も
受
付
可
)

.
場
所

北
吉
井
小
学
校
体
育
館

.

練
習
日

毎
週
水
・
金
曜
日

十
七
時
三
十
分
1

十
八
時

嗣
困
問
働団
閉

(
南吉
井
・
拝
志
・
上
林
各
小学
校
区
)

.
申
込
日
時

四
月
二
十
五
日
嗣

十
八
時
i

十
九
時
三
十
分

(
こ
の
日
以
外
で
も
受
付
可
)

.

場
所

重
信
町
農
林
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

-
練
習
日

毎
週
火
・

木
曜
日

十
七
時
三
十
分
i

十
八
時

問
い
合
わ
せ
先

笹
岡
宮
蔵
官
九
六
四
l

二
八
四
三



第
七
回
『
人
権
を
悟
る

集
い
』
よ
り
④

「
ひ
ま
わ
り
講
座
」
の

取
り
組
み
巴
つ
い
て

重
信
町
婦
人
会

会
長
藤
岡
惰
子

こ
の
講
座
は
重
信
町
婦
人
会
が

行
っ
て
い
る

同
和
問
題
女
性
学
習

講
座
で
す
。

昭
和
五
十
四
年
か
ら

県
教
育
委
員
会
の
委
託
事
業
と
し

て
、
県
連
合
婦
人
会
が
県
内
四
十

カ
所
で
開
設
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

学
級
生
は
各
年
代
層
の
女
性
六

十
名
で
構
成
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す

。

以
来
、
温
泉
郡
三
町
で

廻
り
も
ち
で
開
設
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
講
座
で
は
、
女
性
の
同
和

問
題
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を
深

め
、
人
と
人
、
嫁
と
姑
、
親
と
子

の
間
に
あ
る
諸
問
題
を
基
本
的
人

権
の
立
場
か
ら
話
し
合
い
、
家
庭

や
地
域
を
核
と
し
て
同
和
教
育
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

。 ιけれS:11 

い
ま
す

。

自
ら
を
深
く
か
え
り
み

て
、
よ
り
よ
く
変
わ
る
こ
と
を
モ

ッ

ト
ー
に

学
習
し
て
き
ま
し
た

。

講
座
の
内
容
は
、
五
名
の
運
営

委
員
で
町
内
の
同
和
教
育
推
進

主

任
の
先
生
方
の
指
導
助

言
を
い
た

だ
き
、
検
討
委
員
会
を
も
ち
七
講

座
を
計
画
し
ま
し
た

。

町
内
全
域

の
女
性
に
参
加
し
て

も

ら
う
た
め
、
女
性
十

三
団
体
に

も

案
内
い
た
し
ま
し
た

。

働
く
女
性
が
大
半
を
占
め
る
町

内
で
は
各

一の
開
講
は
む
つ
か
し

く
、

夜
間
開
講
し
て
い
ま
す
が
、
多
数

の
参
加
は
困
難
で
し
た

。

ま
た
、
全
員
は
地
区
別
同
和
教

育
研
究
協
議
会
や
愛
媛
県
同
和
教

育
研
究
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

本
年
三
重
県
伊
勢
市
で
開
催
さ

れ
た
第
四
十
七
回
全
国
同
和
教
育

研
究
大
会
に
も
二
名
参
加
い
た
し

ま
し
た
。
広
大
な
敷
地
の
全
体
会

場

「
サ
ン

・
ア
リ
ー
ナ
」

で
の
開

会
式
は
、
「
人
権
と
共
生
の
世
紀
を

め
ざ
し
て
」
を
ス

ロ
ー

ガ
ン
に
、

二
万
五
千
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

同
和
教
育

へ
の
人
々
の
関
心
の
高

さ
を
改
め
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た

。

こ
の
会
に
参
加
し
て
心
に
残
っ

た
こ
と
は
、
「

結
婚
差
別
は
人
の
話

を
問
い
た
だ
け
で
は
他
人
事
に
終

わ
る
。

人
間
、
ひ
い
て
は

生
命
の

尊
重
を
幼
児
の
時
か
ら
気
長
く
説

い
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

」
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

「
ひ
ま
わ
り
講
座
」
の
内
容
を
感

想
文
で
紹
介
し
て
み
ま
す
と
、

民
衆
の
反
乱
を
未
然
に
防
止

し
、
権
力
支
配
を
安
定
さ
せ
る

た
め
に
身
分
の
固
定
化
、
制
度

化
を
図
っ
た
歴
史
の
中
で
被
差

別
身
分
、
被
差
別
部
落
が
作
ら

れ
た
こ
と
に
、
い
い
し
れ
ぬ
憤

り
を
お
ぼ
え
ま
す
。
今
、
私
た

ち
が
身
分
制
度
が
作
ら
れ
た
正

し
い
歴
史
の
背
景
を

学
び
、
後

に
続
く
子
供
た
ち
に
正
し
い
こ

と
を
伝
え
、
そ
し
て
、
相
手
の

立
場
に
な
っ
て
考
え
実
践
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

人
と
し
て
何
が
大
切
か
を

判
断
で
き
る
よ
う
、
今
後
の
学

習
を
通
し
て
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
講
座
第
一
回

「

歴
史
に
学
ぶ
」
よ
り

水
平
社
創
立
の
経
緯
と
水
平

社
宣
言
に
つ
い
て

学
ん
だ

。

日
本
で
最
初
の
人
権
宣
言
で

大
正
十
一
年
三
月

三
日
、
京
都

市
岡
崎
公
会
堂
で
西
光
万
吉
氏

ら
に
よ

っ

て
聞
か
れ
た

。

水
平

社
宣
言
は

一
見
平
易
で
は
あ
る

が
冷
静
で
お
だ
や
か
で
、
自
ら

を
卑
下
す
る
で
な
く
誇
示
す
る

で
な
く
、
人
と
し
て
生
き
る
姿

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
、
奥
深
く
、

少
々
難
解
な
文
章
で
あ
っ
た
。

世
界
三
大
宣
言
の
一
つ
と
い

わ
れ
る
由
縁
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

ひ
ま
わ
り
講
座

第
四
回

「

水
平
社
宣
言
」
よ
り

女
性
は
家
庭
を
あ
ず
か
り
、

子

供
の
教
育
に
た
ず
さ
わ
っ

て
い
ま

す
。
学
校
や
社
会
で
学
ぶ
同
和
教

育
が
車
の
両
輪
の
よ
う
に
、
次
の

世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
、
家
庭

に
お
い
て
人
権
と
命
の
大
切
さ
を

後
姿
で
示
す
こ
と
が
、
女
性
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
と
思
い
ま
す

。

私
た
ち
が
こ
の
講
座
で

学
ん
だ

こ
と
を
も
と
に
、
明
日
か
ら
の
実

践
を
深
め
確
か
な
も
の
に
し
て
い

く
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す

。

(
紙
面
の
都
合
で

一
部
を
割
愛
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
)

も
う
ひ
と
つ
の
自
然
「
竹
」
と

う
る
お
い
「
お
弁
当
入
れ
」
展

歴
民
第
一
展
示
室
で

歴
史
が
持
つ
生
活
民
具
に
は
、

今
は
失
わ
れ
た

貴
重
な
も
の
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

四
・

五
月
の
竹
展
で
は
、
「
荷

龍
」
「伸
子
張
り
」
そ
し
て

「
地

獄
」

な
ど
六
十
点
が
。

も

う

一
つ
、
消
え
去
ろ
う
と

し
て
い
る

言
葉
が

「
ひ
な
あ
ら

し

」
「
お
な
ぐ
さ
み
」
。
そ
ん
な

う
る
お
い
の
と
き
の
お
弁
当
入

れ
や
重
信
最
古
の
文
字
も
展
示

中
。図

書
館
三
階
歴
史
民
俗
資
料

館
は
春
満
開
で
す
。
五
月
末
ま

で
。
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老
人
医
療
に
係
る
一
部
負
担
金
の
額
の
改
定
に
つ
い
て

ぢ乙，けあふ

豆二二二二L

老
人
医
療
に
係
る
一
部
負
担
金

の
額
が
、
四
月
か
ら
下
の
表
の
と

お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た

。

外
来
時
一
部
負
担
金
が
、
ひ
と

月
当
た
り
千
十
円
か
ら
千
二
十
円

に
、
入
院
時
一
部
負
担
金
は
、
一

日
当
た
り
七
百
円
か
ら
七
百
十
円

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
詳
し
く
は
、

福
祉
課
老

人
医
療
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

支
」
い
。

亡二二二二コ

牛
乳
パ
ッ
ク
や
ト
レ
イ
は
リ
サ
イ
ク
ル
ヘ

最
近
ス
ー

パ
ー

へ
買
い
物
に
行

く
と
、
店
舗
に
よ
っ
て
は
写
真
の

よ
う

な
牛
礼
パ
ッ
ク
や
発
泡
ス
チ

ロ
ー

ル
ト
レ
イ

の
回
収
箱
を
置
い

て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す

。

こ
れ

は
ス
ー

パ
ー
各
店
が
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
や
環
境
保
護
活
動
へ
の
協
力

と
い
う
こ
と
で
自
主
的
に
設
置
し

て
い
る
も
の
で
す

。

牛
礼
パ
ッ

ク
や
発
泡
ス
チ
ロ
l



ル
ト
レ
イ
を
各
ご
み
の
回
収
に
出

国

す
の
も

結
構
で
す
が
、
こ
う
い
う
幽
伊

回
収
箱
を
利
用
す
る
の
も
よ
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

外来時一部負担金 入院時一部負担金

1 日 710円
改 疋r品『 後 1 月 1 ，020円 (ただし、低所得者につ)

いて は 1 日 300円

1 日 700円
改 ﾆ: 目 IJ 1 月 1 ， 01 0円 (ただし、低所得者につ)

いては 1 日 300円

篤
志
寄
附

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金
一
封
を
寄

附
下
さ
い

ま
し
た
。

視
か
い
善
意
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

。

(
敬
称
略
)

(
香
典
返
し
)

酒
井
導
明
(
山
之
内
)
亡
父
・

賢

森
恒

夫
(
下
林
)
亡妻
・
サ
ヅ
コ

柏
原
節

夫
(牛

洲
)
亡
母・
ハ
ル
子

高
須
賀
功
(
志
津
川
)
亡父
・

治
利

松
山
南
警
察
署
を
新
設

愛
媛
県
瞥
察
で
は
、
松
山
東
警

察
署
と
伊
予
警
察
署
の
管
轄
区
域

の
一
部
を
統
合
し
、
「

松
山
南
警
察

署
」

を
新
設
し
ま
す

。

平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
、
重

信
町
を
管
轄
す
る
警
察
署
が
、
松

山
東
警
察
署
か
ら
、
新
設
す
る
松

山
南
警
察
署
に
変
わ
り
ま
す

。

場
所松

山
市
北
土
居
町
四
二
六
番
一

業
務
開
蛤

平
成
八
年
四
月

一
日

管
轄
区
域

松
山
市
南
部
地
域

・

重
信
町

・

川
内
町
・

砥
部
町
・

広
田
村

問
い
合
わ
せ

愛
媛
県
警
察
本
部
新
設
警
察
署

開
設
準
備室
宮
(
九
四二
O
一
一
一へ。

法ミCZ主主

店

屋
店
井

明
書
石

縦覧期間

4月 1 日 ---4 月 22 日(土・日を除く)

午前8時30分~午後5時

※固定資産税、第1期納期5月(予定)

4 月 6 日 "-'4 月 15 日
運動の重点
・子供と高齢者の受通事故防i上
・シートベルトの着用の徹底
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5/17~5/19 

沸騰48時間 -20回目の医学祭~
5/ 18 、 5/ 19
・ シンポジウム

・ 市民講座

・健康相談

新企画として

・ シニア体験「あなたの知らない老人の世界」

・ フリーマーケット

・ ゲートボール大会(チームを一般募集)

・ クイズ選手権

(優勝者には、 5万円の旅行券プレゼント .1 ) 

他、たくさんのイベ ン トを用意 して 問い合わせ先

あなたをお待ちしています。

25防物'

愛媛大学医学祭事務局

西村和久 包964-4139

標準小作料が改訂されました。

小作料を定める際の目安として下さい。 10 a 当り

区介 生産量 適 用 小作料 居邑畠電

農道及ひ.用水路等が整備され、 1 業水平田 区画の面積も比較的大きく、 卜ラ
上 回

540kg クタ一、コンパイン等の大型農機
25 ， 000円

委具による作業が容易な農地

上回より規模等のやや劣る所で 貝
水稲 はあるが、農道及び用水路等が比

.c::恥
中 田

510kg 
較的整備され、耕運機、コンパイン 22 ， 000円 ~ 
等の中型農機具による作業が容易

な農地 よ
水稲

上回、 中回以外の所で、大型、中 り
下 田 型農機具を効率的に利用すること 14 ，000円

470kg 
が困難な農地

欠陥商晶 110番 いじめ 110替
手本たちのまわりにはさまざま

な製品があふれています。

たとえば、 自動車・家電製品 ・

住宅 ・ 食品 ・ 医薬品 ・玩具 ・ 雑

貨など。

愛媛弁護士会では欠陥商品で
お悩みの方に対して、ご相談に

応じます。

日目寺 4月 19 日(金)

午前 10時~午後3時
電話 fi(935)4056 

いじめ・体罰・登校拒否・障害 と

教育 ・校則 ・退学 ・停学 ・謹慎 ・ 家

庭内暴力 etc. 
どんなことでも弁護士が相談に
のります。(秘密厳守)

日時 5月 18 日(土)

午前10時~午後3時
電話 fi(932)5210 
相談料 無料
主催 日本弁護士連合会

愛媛弁護士会
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平
成
八
年
川
内
町

・

重
信
町
消

防
出
初
式
が
、
三
月
三
日

川
内
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
両
町
消
防

団
員
な
ど
約
七
百
名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
団
員
の
表
彰
が
あ

り
、
次
の
方
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

被
表
彰
者
名
簿
(
敬
称
略
)

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

A分列行進をする消防団員

勤
続
賞

藤
岡

渡
部

精
績
章

石
丸

昭
信卓

臣

愛
媛
県
知
事
表
彰

功
労
賞

匝
岡

大
北

正光
明行

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

白
石

勤
続
章

渡
部

藤
岡

柏
原

森青
井

誠
也

利
通

・

水
田

賓
・

高
橋

節
夫
・

束
村

光
夫
・

森

重
臣

修雅重伸
三 則則 一

愛
媛
県
中
央
消
防
団

連
合
会
長
表
彰

門日山松山
田野内末内

英
彦
・

磯
兼

恭
一
・

有
光

勲
・

藤
岡

隆
・

伊
東

孝
明

純良宗逸
朗 {言 尚馬

重
信
町
長
表
彰

中
島
正
和
・
和
田

田
中
聡
司

・

大
東

岡
本
勇

・
山
木

蟹
江
信
也

・

和
泉

高
須
賀
圭
吾

・

束
村

明
賀
昌
幸

・

宮
崎

森
忠
臣

・

森

野
中
忍

・

岡
田

高
市
正
秋
・
野
首

平成 8年度消防団役員名簿
(平成8年4月 1 日現在)

f生 職 氏 名 住 所

団 長 津川 義明 上村甲891

品 IJ 団 長 藤岡 卓 樋口 746-1

分 団 長 石丸臣ー 上村甲209

分 団 長 藤田恒心 樋口298

分 団 長 高須賀公 田窪1201-2

第 1分団

分 団 長 渡部昭信 横河原519-1

第 l部 副分団長 杉原昭一 山之内2652

第2部 副分団長 和田邦夫 樋口378-2

第3部 副分団長 岩川孝男 志津川735-6

第4部 副分団長 岡本書摩雄 西岡797

第5部 副分団長 伊賀義夫 横河原1330

第6部 副分団長 渡部 正 志津川 1791-1

文知俊浩祐茂悦安
良明男一己二樹夫夫

第2分団

分 団 長 山口 宗贋 牛測236

第 1部 畠IJ分団長 池川 義晴 見奈良1016

第2部 副分団長 泉岡 穂 田窪564

第3部 副分団長 井門孝徳 牛務IJ665

第4部 品IJ分団長 束村賢二 南野田230-2

第5部 副分団長 牧 正数 北野田849

第6部 副分団長 岡田武範 北野田319

第7部 副分団長 野中 寛 牛測1467

国
回目

団防山円T
J
 

悶
凶重る

ョ

ι

れ4c 

v

彰
ち
表

-
V

む

企

下林甲 1634

上林甲3256

下林甲2058-1

上村甲911-2

永井雅敏

高須賀寄

小山昌文

白石誠也



貧
し
い
国
の
子
ど
も
た
ち
が

勉
強
す
る
気
持
ち
を
失
わ
な
い

よ
う
、
友
達
と
し
て
力
に
な
り
励

ま
し
て
い
こ
う
と
活
動
し
て
い
る

「

子
ど
も
国
際
レ
イ
ン
ボ

ー

便
」。

拝
志
小
学
校
も
そ
ん
な
活
動

に
協
力
し
よ
う
と
、

P
T
A

・

児

童
会
で
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し

た
。

み
ん
な
の
協
力
に
よ
り
、
鉛

筆
・
消
し
ゴ
ム
・
ノ
ー

ト
等
た
く

さ
ん
の
文
房
具
が
集
ま
り
世
界

の
友
達
に
送
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。こ

れ
ら
の
文
房
具
が
、
世
界
の

友
達
の
役
に
立
つ
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

ーすめJ 15 

みんなともだち一子ども国際レインボー便一

三
月
五
日
、

南
吉
井
小
学
校

J
'
児
童
が
、
恒
例

l

i
 

u
p
の
お
別
れ
遠
足
で
「

飯
盆
炊
き
ん
」

札
、
を
行
い
ま
し
た
。

戸
い

地
域

・

学
級
を
は
な
れ
て
誰
と

-
h
で
も
仲
良
く
す
る
こ
と
を
目
的
に

.
一
全
校
生
徒
八
百
十
七
名
を
縦
に
分

"

け
、
「
な
か
よ
し
班
」
を
作
り
、
そ

叫
喝
の
班
ご
と
に
行
い
ま
し
た
。

w
J

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
強
い

い

風
。
火
を
お
こ
す
の
に

四
苦
八
苦

唱

し
て
い
ま
し
た
が
、
正
午
前
に
は

4
，

お
い
し
い
カ
レ

ー

ラ
イ
ス
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ヲュニアテニススク-JIJ
(前期)

親子テニス教室
(前期)

小学生以上

毎日曜日 午前10時-12時

(4月 7 日から始めます)

雨天日は休みます

16回

河川敷公園テニスコート

(田窪)

・ ボールと遊ぶ

・基本的フォ ームを身につ

ける

(ビデオでチェック)

前期会費 4000円(ボール代)

一般の方のレッスンも行っ ており

ます。

対象者

日 目寺

数

所

..,.,. 
合

回

場

内

小学生以上の子供及び父兄

毎日曜日 午前10時-12時

(4月 7 日から始めます)

悶天日は休みます

16回

河川敷公園テニス コ ート

(田窪)

楽しみづくり、語らいづく

り、健康づくり 。

前期会費 4000円(ボール代)

対象者

日時

数

所

的

回
場

目

重信町テニス協会

重信町教育委員会

重信町体育協会

重信町テニス協会

事務局(桐野)まで

~964-2001 

催

援

申込先

主

後

広報の早期配付にご協力下さい。

記

歳

時

菜
種
梅
雨

菜
の
花
の
咲
く
三
月
下
旬
か
ら

四
月
に
か
け
て
、
降
り
続
く
雨
を

た
ね

づ

ゆ

菜
種
梅
雨
と
い
い
ま
す
。

菜
種
梅
雨
の
後
に
は
、
タ
ケ
ノ

コ
梅
雨
、
卯
の
花
腐
し
、
走
り
梅

雨
、
そ
し
て
本
番
の
梅
雨
、
そ
の

あ
と
に
戻
り
梅
雨
・
:
:
・

し
か
し
、
最
近
は
、
菜
の
花
が

咲
き
乱
れ
て
い
る
風
景
を
見
る
こ

と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

と
い
う
の
も
以
前
は
、
菜
種
油

を
と
る
た
め
に
、
菜
の
花
を
栽
培

し
て
い
ま
し
た
が
、
原
料
の
大
半

が
カ
ナ
ダ
か
ら
の
輸
入
に
な
り
、

油
を
と
る
た
め
の
菜
種
の
栽
培
は

な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

し
か
し
、
最
近
は
地
域
お
こ
し

の
イ
ベ
ン
ト
用
に
栽
培
し
た
り

春
の
花
材
と
し
て
愛
用
さ
れ
た
り

し
て
い
ま
す
。

四
月
二
十
九
日
は
「
み
ど
り
の

日
」
、
二
十
三1
二
十
九
日
は
「
み

ど
り
の
週
間

」

で
す
。

積
極
的
に
緑
と
親
し
ん
で
み
ま

し
ょ
、
っ
。
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日(躍) 行 事 名 時間 場所

l 附

2 附

3 樹
祝日のためごみ収集休みます。
ーー骨量・・ーーーーーー ーー ーーーー』ーーー - -・. ----ーーーー - --ーーーーーーー ーーーーーー←ーーーー 曲 ----- ーーー ーー』

当番医 重信クリニック 重信町志津川合964- 1188

4 出
祝日 のためごみ収集休みます。
ーー'ーー 喧ー ーー・- -ーー ーー ーー ーー ーー ー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーー- -ーーーーーーーーーーー-ーE ーF ー- ーーー ー・ーーー

当番医国立療養所愛媛病院 重信町横河原合964 _:: 2411

5 (日) 当番医岸本医院 川内町北方 ft966-5670 

6 伺)
振替休日のためごみ収集休みます。
ーーーーーーーーーー ーー ーーー喧 ーーーーーーーー- --ー』ーーーーーー ー ーーー----_ ._ー ーーー- -ーーーーーーーーー ー

当番医 愛媛+全医療学院附属病院川内町南方 ft966-5011 

7 閃 おとしより健康相談室 (要予約) 14:00-16:00 役場保健婦室

l才6 ヵ月 児健康診査
13:30-l4: 30 IIIT 民会館8 (羽

( H6年9月 ・ 10月 生まれの者)

行政心配ごと相談所 13: 00-15 :00 役場2階第l会議室
ーーー-------ーーーーー ーー----ーーー・------ーーー ー-ーーーーー・ 4・- -- ーーーーーーー-- -ー.

9 同 母親学級①
町 民会館l3:30-15 :0。

(妊婦)

10幽
不燃物回収日

ーーーーー'ーー ーーーーーー一一一一 11 一ーーーーーーー ー ー õ1 ~ ーーー
リハビリ教室 13: 30 -15 : 30 IIIIT 民会館

11(ガ

12(臼) 当番医 山本内科 川内町北方 ft966-2066 

1 3伺) 健康づくり料理講習会「カルシウム食」 10: 00-12:30 新村公民館

140� 
母親学級②

IlIT 民会館13:30-15:00 
(妊婦)

1 5附
手し児健康診査

IIIT 民会館
(H7~P月 ・ 1 0月及びH8年l 月 生まれの者)

13: 30-14:30 

ポリオ予防接種
16(村 8H77年年7月 IB -H8年SF4l 月 31 日生まれ ) 14:00-14:30 IlI T 民会館

Hl!f.2月 IU -H l 月 30 日 生まれ 及L守o. ~ 未満の未接種児

17働
母親学級③

IIIJ 民会館
(妊婦)

13:30-15: 00 

1 8(土)

19(日) 当番医 中川病院 松山市南梅本町 ft976-7811 

20伺) リハビリ教室 13:30-15:30 IIIT 民会館

21ω おとしより健康相談室(要予約) 14: 00-16 :00 役場保健婦室

22(榊

心配ごと相談所 13: 00-15 :00 役場2階第l会議室
-ー ーーーーーーー・ーーーー・・ ーーー・-- ーーーーー-ーーーー・--ーーー ーーーーーー--ー・ー，

23(利 母親学級④

(妊婦)
l3: 30-15: 00 IIIT 民会館

24幽
3才児健康診査

( H 5年1月 ・ 2 月 ・ 3月生まれの者)
13:00-14:00 IIIT 民会館

25出 不燃物回収日

26(日) 当番医宮内病院 松山市北梅本町 ft975-0091 

27例) 健康相談(各地区)29 日 (村まで

粗大ごみ回収日
ーー ーーーーー曲ーーーーーーーーーーーーー--・ a・ーーー・・・・ーー ー ーーーーー』ーー ーー ーーー ーーーーーー司ーー---

28ω 子宮頚がん・乳がん検診

(30才以上の女性)
13:00-14 :00 下林集会所

29(利
母親学級⑤

(妊婦)
1 3:30-15:0。 町 民会館

30(柄
日本脳炎予防接種①

(3才 ・ 4才児及び90ヵ月未満の未接種児)
l4:00-14:30 IIIT 民会館

31幽 固定資産税第1期・軽自動車税納期限

戸
籍
の
窓

牛樋見志北志西志下北 住
奈津 野津 i宰 野'

洲口良川田川岡川林間 所

白河藤日青得安森武高 保
石達 野原浅木本永光 智弁 護
嘉明陽道純 文科l 克

也 徳裕一彦二稔男介哉
者

朔;'愛t麻t太?4釜 ;2t 萌?み勇?慧希;み志 孔1
出
生

子こ著書か弥ゃ防 次 t~ ~ 太た !尼

3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 生. . 年

1 27 24 24 23 21 20 20 19 16 
月
日

一
一
一
月
十
日
ま
で
の
届
出
分

お
誕
生
お
め
で
と
う
/

北牛 牛樋志樋下樋 住
野 j孝
国務1) 洲口 } II 口林口 所

木大武渡松波裏賀正 越 イ呆
下政智部中部 智 護
敬政恒昭俊

豊士重徳豪二人晴
者

大日晃二' イ芙Pう 賞たか |享ゐt真んL直2美み 出
生

地ち平日 た之? 平t人 と咲i 児

2 2 2 2 2 222  生

15 14 14 10 10 10 9 8 
年月
日

重8
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

下志田牛見下西牛 志上志横 田上 住
i宰 * i挙 津 j可

林川 窪洲良 林岡測川村川原窪林 所

森 玉大 柏佐竹松熊波部高正須!』村 大森
氏

サ ぅH凶 i iiT )東伯。フポ 代千本 フ市治μ 一"上瀧
ヅ八 I曾 jよ 思ミ ジ昇政 名
コ郎 一子 市忍明成 子港 利 子 逸 義

81 42 90 76 87 66 73 72 82 61 95 69 83 72 
年
d守bヨ、

3 3 3 3 3 3 222  2 2 2 2 2 事E

-・ ・・・・・ ・ ・・ ・・ ・・
亡
の

10 9 9 6 6 5 28 27 26 25 19 17 11 11 日

(町制40周年記念事業)

第39田町民大運動会
4月 21 日 (日)
(雨天時は4月 28 日)

重信中学校グラウンド

日時

IIIT制40周年記念事業に

ちなみ聖火リレーを行

います。

また、運動会当 日、

重信町のイメー ジ

キャラクターの愛称

を募集・決定しますの

で、会場にお越しの上、

どしどしご応募下さい。

<w791-02 重信町大字志津川972番地 公 (089)964-200 1 (代表) NTT四国電話帳側

場所

....当日 、初登場する

イメージキャラクター

ロ
肋
叩

日
ド
E
ト町民認編集愛媛県温泉郡重信町発行


